
ｓ
ｈ 

                             

                              

                              

 

い
ま
か
ら
六
十
年
前
の
昭
和
三
十
九
年

に
東
海
道
新
幹
線
が
開
業
。
昭
和
四
十
七

年
に
は
新
大
阪
―
岡
山
間
で
山
陽
新
幹
線

が
開
通
し
、
新
神
戸
駅
が
開
業
し
ま
す
。 

山
陽
新
幹
線
の
建
設
に
あ
た
っ
て
、
神

戸
周
辺
は
山
間
部
が
多
い
た
め
、
ル
ー
ト

と
駅
の
設
置
場
所
の
策
定
は
難
し
い
も
の

で
し
た
。
三
田
市
か
ら
小
野
市
を
通
過
す

る
「
背
山
案
」
、
神
戸
市
北
区
か
ら
三
木

市
を
通
過
す
る
「
中
央
案
」
、
六
甲
山
系

南
斜
面
に
ト
ン
ネ
ル
を
通
す
「
表
六
甲
案
」

の
三
案
か
ら
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
困
難
さ

は
あ
る
も
の
の
、
市
街
地
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
良
く
経
済
的
効
果
が
見
込
め
る
「
表
六

甲
案
」
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ル
ー

ト
で
は
在
来
線
の
駅
に
新
幹
線
駅
を
併
設

す
る
こ
と
が
難
し
く
、
葺
合
区
（
現
・
中

央
区
）
布
引
の
六
甲
ト
ン
ネ
ル
と
神
戸
ト

ン
ネ
ル
の
間
、
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
狭

小
地
に
新
神
戸
駅
を
設
置
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

同
駅
設
置
の
た
め
、
布
引
の
滝
の
入
口

（
現
在
の
駅
西
側
）
に
あ
っ
た
布
引
中
学

校
は
昭
和
四
十
三
年
に
駅
東
側
の
高
台
に

移
転
。
五
階
建
の
新
校
舎
の
眼
下
に
は
、

市
街
地
と
港
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

六
甲
山
の
緑
を
背
に
建
つ
ス
マ
ー
ト
な

白
い
駅
舎
。
新
神
戸
駅
は
神
戸
の
新
し
い

玄
関
口
と
し
て
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。 

ＫＯＢＥの本棚 
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：
『
山
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新
幹
線
新
大
阪
岡
山
間
建
設
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誌
』
『
葺
合
も
の
が
た
り
』
ほ
か 

↑新神戸駅東端トンネルの上に移転した布引中学校 

（2024年6月撮影） 

↑円形校舎が特徴的な移転前の布引中学校 

『創立五十周年記念誌 翔べ清瀧の子よ』 

（神戸市立布引中学校）より転載 

新
神
戸
駅 

 

↑現在の新神戸駅（2024年6月撮影） 



―― 新しく入った本 ―― 
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
で
拓
く
多
文
化
社

会 
多
言
語
セ
ン
タ
ー
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｌ
編

（
明
石
書
店
） 

多
言
語
セ
ン
タ
ー
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｌ
は
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
神

戸
で
誕
生
し
た
。
翻
訳
・
通
訳
を
軸
に

多
言
語
・
多
文
化
関
連
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
Ｎ
ＰО

法
人
で
あ
る
。
本
書
は
、

従
来
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
多
か
っ
た
翻
訳

や
通
訳
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
展
開
す
る
た
め
に
挑
戦
し
続
け

て
き
た
二
四
年
間
の
活
動
記
録
で
あ
る
。

地
域
住
民
で
あ
る
外
国
人
へ
の
通
訳
の

重
要
性
を
説
き
、
ひ
た
む
き
に
活
動
す

る
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｌ
の
信
念
が
胸
を
打
つ
。 

 
 

少
数
言
語
の
翻
訳
に
挑
戦
し
た
話
や

団
体
名
に
込
め
た
思
い
な
ど
、
各
メ
ン

バ
ー
が
書
い
た
コ
ラ
ム
も
興
味
深
い
。 

   

         

ポ
ー
ト
ピ
ア
花
壇
捜
索
隊 

Ｎ
ｏ
．
１ 

 

Ｔ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
ｓ
著
・
発
行 

白
地
に
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
の
ラ
イ
ン
、

「
ポ
ー
ト
ピ
ア
‘
81
」
の
文
字
が
入
っ

た
花
壇
は
、
一
九
八
一
年
開
催
の
ポ
ー

ト
ピ
ア
博
覧
会
の
も
の
。
千
個
以
上
作

ら
れ
、
会
期
終
了
後
は
神
戸
市
に
九
〇

〇
個
、
兵
庫
県
内
に
も
配
ら
れ
た
。
今

も
残
っ
て
い
る
花
壇
を
探
し
、
場
所
・

個
数
・
状
態
を
記
録
、
写
真
と
メ
モ
を

添
え
た
。
小
さ
な
事
柄
も
大
切
に
し
、

面
白
が
る
著
者
の
人
柄
が
伝
わ
る
。
今

回
一
〇
九
個
掲
載
。
博
覧
会
の
パ
ビ
リ

オ
ン
や
グ
ッ
ズ
も
紹
介
さ
れ
懐
か
し
い
。 

 

神
戸
と
ジ
ャ
ズ
１
０
０
年 

神
戸
新
聞
文

化
部
編
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

 
 

大
正
十
二
年
四
月
、
日
本
初
の
プ
ロ

ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
「
ラ
フ
ィ
ン
グ
・
ス

タ
ー
ズ
」
が
神
戸
の
ホ
テ
ル
で
演
奏
し

た
。
神
戸
ジ
ャ
ズ
誕
生
一
〇
〇
年
に
ち

な
み
神
戸
新
聞
で
は
「
神
戸
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ

の
魂 

響
い
て
１
０
０
年
」
を
連
載
。

本
書
は
そ
の
書
籍
化
で
あ
る
。 

ピ
ア
ノ
の
小
曽
根
真
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
の
北
村
英
治
ら
ト
ッ
プ
プ
レ
イ
ヤ
ー

の
ジ
ャ
ズ
へ
の
思
い
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
の

ほ
か
、
長
年
に
渡
っ
て
ジ
ャ
ズ
の
振
興

に
力
を
注
ぎ
続
け
る
人
々
や
未
来
を
担

う
若
者
た
ち
の
奮
闘
を
伝
え
る
。 

林
芳
樹
の
「
正
平
調
」 

神
戸
新
聞
１
面
コ

ラ
ム
傑
作
選 

神
戸
新
聞
社
論
説
委
員
室

編
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

「
正
平
調
」
は
昭
和
九
年
か
ら
続
く

神
戸
新
聞
の
看
板
コ
ラ
ム
。
重
大
事
件

か
ら
身
近
な
暮
し
の
話
題
ま
で
幅
広
い

テ
ー
マ
を
扱
う
。
執
筆
記
者
ら
の
人
柄

を
感
じ
る
文
章
に
共
感
を
覚
え
た
読
者

も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
林
芳

樹
は
、
主
に
社
会
部
で
勤
務
し
、
編
集

局
長
を
経
て
特
別
編
集
委
員
兼
論
説
顧

問
に
就
任
す
る
な
ど
新
聞
社
の
中
核
を

担
っ
た
ベ
テ
ラ
ン
記
者
。
執
筆
し
た
中

か
ら
一
二
三
本
を
厳
選
、
収
録
す
る
。 

 

繭
の
中
の
街 

宇
野
碧
（
双
葉
社
） 

 
 

神
戸
市
出
身
の
著
者
に
よ
る
七
編
の

短
編
小
説
集
。
神
戸
の
街
で
繰
り
広
げ

ら
れ
る
多
様
な
出
会
い
と
別
れ
を
描
く
。 

 

異
人
館
の
チ
ケ
ッ
ト
売
り
場
で
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
て
い
る
予
備
校
生
と
、
繭

の
よ
う
な
部
屋
に
住
む
男
性
と
の
恋
を

描
い
た
「
エ
デ
ン
の
１
０
２
号
室
」
、

小
学
生
の
女
の
子
と
神
様
を
名
乗
る
男

の
子
と
の
や
り
取
り
が
軽
快
な
「
秋
の

午
後
、
神
様
と
」
、
港
湾
で
働
く
男
性

が
翼
を
持
つ
異
種
族
と
出
会
う
「
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
」
等
。
街
並
み
が
目
に
浮
か

ぶ
繊
細
な
描
写
と
、
作
品
ご
と
に
異
な

る
味
わ
い
に
惹
き
つ
け
ら
れ
る
。 

明
治
の
海
を
照
ら
す 

灯
台
と
お
雇
い
外

国
人
ブ
ラ
ン
ト
ン 

稲
生
淳
（
七
月
社
） 

Ｒ
・
Ｈ
・
ブ
ラ
ン
ト
ン
は
、
明
治
元

年
に
来
日
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身

の
政
府
の
お
雇
い
外
国
人
で
あ
る
。
明

治
九
年
に
帰
国
す
る
ま
で
に
日
本
沿
岸

に
二
六
基
の
灯
台
を
建
設
し
た
。
そ
の

中
に
は
、
現
在
は
須
磨
海
浜
公
園
に
移

設
さ
れ
た
和
田
岬
灯
台
も
含
ま
れ
る
。

さ
ら
に
横
浜
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ

た
り
、
鉄
道
建
設
へ
の
提
言
を
行
う
な

ど
、
日
本
の
近
代
化
に
も
貢
献
し
た
。 

本
書
は
、
日
本
に
お
け
る
灯
台
建
設

の
歴
史
を
た
ど
る
第
一
部
と
、
ブ
ラ
ン

ト
ン
に
よ
る
灯
台
建
設
の
経
緯
な
ど
を

解
説
し
た
第
二
部
、
著
者
が
ブ
ラ
ン
ト

ン
の
故
郷
を
訪
ね
た
記
録
の
第
三
部
か

ら
な
る
。 

 

 

          
 

せ
い
へ
い
ち
ょ
う 

フ

ァ

シ

ル 

ま
ゆ 



―― 新しく入った本 ―― 
羊
は
大
空
を
翔
け
る 

川
西
清
兵
衛
を
巡
っ

て 
原
田
昌
紀 

碇
紀
夫
（
文
芸
社
） 

本
書
は
、
新
明
和
工
業
株
式
会
社
の

創
業
一
〇
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
創
業

者
・
川
西
清
兵
衛
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
者
の
活
動
に
焦
点
を
当
て
、
同
社
の

歩
み
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。 

清
兵
衛
が
ま
ず
手
掛
け
た
日
本
毛
織

（
ニ
ッ
ケ
）
創
業
の
き
っ
か
け
は
、
彼

が
神
戸
港
桟
橋
を
散
歩
中
に
見
つ
け
た

羊
毛
屑
に
あ
る
の
だ
と
い
う
。
大
正
九

年
に
は
、
川
崎
町
（
現
・
兵
庫
区
）
の

川
西
機
械
製
作
所
に
飛
行
機
部
を
設
置
、

日
本
に
お
け
る
航
空
機
の
製
造
の
パ
イ

オ
ニ
ア
と
な
っ
た
。
後
に
川
西
航
空
機

と
な
り
、
現
在
の
新
明
和
工
業
に
至
る
。

印
象
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
盛
り
込
み
つ

つ
、
今
に
続
く
グ
ル
ー
プ
各
社
の
事
業

を
追
っ
て
い
く
。 

  

         

１
９
２
３ 

関
東
大
震
災
と
阪
神
間 

海

老
良
平 

坂
倉
孝
雄 

森
元
伸
枝
編
（
神
戸

新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

大
正
十
二
年
九
月
一
日
、
首
都
圏
を

襲
っ
た
未
曽
有
の
大
災
害
が
阪
神
間
に

も
た
ら
し
た
も
の
を
専
門
家
が
そ
れ
ぞ

れ
の
視
点
か
ら
ま
と
め
る
。
例
え
ば
、

神
戸
の
洋
菓
子
文
化
の
始
ま
り
は
カ
ー

ル
・
ユ
ー
ハ
イ
ム
な
ど
外
国
人
菓
子
職

人
が
関
東
大
震
災
に
よ
り
神
戸
に
避
難

し
て
来
て
礎
を
築
い
た
こ
と
に
よ
る
。 

そ
の
他
、
震
災
報
道
、
外
国
人
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
神
戸
港
と
生
糸
、
建
築
、

ス
ポ
ー
ツ
、
娯
楽
レ
ジ
ャ
ー
の
テ
ー
マ

を
関
東
大
震
災
以
前
か
ら
連
続
し
て
描

く
こ
と
で
、
そ
の
影
響
を
明
ら
か
に
し

て
い
く
。
阪
神
間
の
一
〇
〇
年
間
を
振

り
返
る
上
で
も
興
味
深
い
一
冊
で
あ
る
。 

  

＝
そ
の
他
の
新
刊
＝ 

 

共
に
明
る
い 

井
戸
川
射
子
（
講
談
社
） 

疎
開
生
活
壱
ケ
年
の
あ
し
あ
と 

昭
和
二

十
年
九
月
一
日
，
朝
来
郡
竹
田
分
教
場
神

戸
市
須
佐
校 

「
疎
開
生
活
壱
ケ
年
の
あ

し
あ
と
」
文
集
編
集
委
員
会
（
日
本
機
関

紙
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

  

                

    

         

 

                              

はしうど 

 

神戸  その30  
あんな人こんな人 

石上 玄一郎 いそのかみ・げんいちろう 作家 

明治43年(1910) ～ 平成21年(2009) 

石上玄一郎(本名・上田重彦)は北海道に生まれました。幼少時に両親を失い、父の 

郷里岩手県で祖母に育てられました。大正12年旧制盛岡中学校に入学し、図書館で文 

学書を読みふけったといいます。昭和2年旧制弘前高等学校文科に入学。同窓の太宰 

治と知り合いました。在学中から『校友会雑誌』に短編小説を次々と発表し、上京 

後の昭和14年、石上玄一郎の筆名で発表したデビュー作「針」が激賞されます。さら

に『中央公論』に発表した「絵姿」を収録した処女作品集が刊行となり、作家としての地位を築き始

めました。昭和17年32歳で発表した「精神病学教室」によって厭戦主義者とみなされ、上海に逃れま

すが、戦後は帰国して「自殺案内者」など数多くの小説作品を発表しました。文芸評論家・奥野健男

は「戦中、戦後の日本文学を考えるとき、石上玄一郎の存在は重く大きい…地下深く流れる暗流のご

とく人々に影響し続けている」と述し、司馬遼太郎は「陽炎のような土俗の上に思いきって知的な空

中楼閣が建っている」と作品を評しています。昭和30年石上は大阪成蹊女子短期大学に招かれ、住居

を神戸市東灘区に移します。小説にとどまらず、『彷徨えるユダヤ人』『輪廻と転生』などユダヤ人

論や仏教思想など多様な作品を世に出すかたわら、市民文芸集の選考や文学講座の講師を務めるな

ど、市民と関わることを大切にしました。昭和52年に神戸市文化賞を受賞。また、昭和61年に出版し

た『太宰治と私-激浪の青春』では、あらためて若いころの交わりが注目を集めました。晩年も精力的

に講演や執筆を続け、99歳で亡くなる直前までの50年余り、神戸を離れることはありませんでした。 

【参考】『関西文学 第11巻第8号 石上玄一郎特集』（関西文学の会,1973）、 奥野健男『素顔の作家たち』（集英社,1978） ほか 

【参考・写真】『石上玄一郎小説作品集成 第3巻』（未知谷，2008） 

＊筆名は仏教で修行を示す「樹下石上」から付けられた。ヨミは、昭和56年頃から事典などでは「いしがみ」とも。 

 

 

 

* 



 

ラ
ン
ダ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク
・ 

イ
ン
・
コ
ウ
ベ
107 

 

兵
庫
津
発
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン 

 文
久
三
年(

一
八
六
三)

二
月
六
日
、
赤

い
半
纏
を
ま
と
っ
た
船
乗
り
た
ち
が
「
惣

一
番
」
と
書
か
れ
た
幟
を
な
び
か
せ
な
が

ら
江
戸
市
中
を
練
り
歩
き
、
新
川(
現
・
東

京
都
中
央
区
新
川)

の
酒
問
屋
に
到
着
し
ま

し
た
。
摂
津
国
御
影(

現
・
東
灘
区)

の
船

頭
、
枡
屋
松
三
郎
の
船
が
新
酒
番
船
で
一

番
乗
り
を
果
た
し
た
の
で
す
。
灘
五
郷
な

ど
で
醸
さ
れ
た
新
酒
を
西
宮
か
ら
船
に
積

み
込
み
、
江
戸
に
到
着
す
る
ま
で
の
速
さ

を
競
っ
た
新
酒
番
船
は
、
年
に
一
度
の
恒

例
行
事
と
し
て
明
治
初
期
ま
で
続
き
ま
し

た
。
こ
の
文
久
三
年
に
行
わ
れ
た
競
争
で

は
西
宮
か
ら
江
戸
ま
で
を
約
四
日
で
走
破

し
ま
し
た
。
約
一
九
〇
年
さ
か
の
ぼ
っ
た 

          

延
宝
年
間(

一
六
七
三
～
一
六
八
一)

に
は

大
坂
～
江
戸
間
の
航
海
に
一
〇
日
以
上
を

要
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
長
い
距
離

を
半
分
以
下
の
時
間
で
走
破
し
た
新
酒
番

船
は
、
か
な
り
高
速
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
延
宝
年
間
の
航
海
も
文
久
三
年

の
新
酒
番
船
も
用
い
ら
れ
た
船
は
弁
才
船

と
呼
ば
れ
る
形
式
の
帆
船
で
あ
る
こ
と
は

共
通
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
う
し

た
高
速
化
が
実
現
で
き
た
要
因
の
一
つ
と

し
て
、
帆
布
の
改
良
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

播
磨
国
高
砂(

現
・
兵
庫
県
高
砂
市)

出

身
で
、
兵
庫
津
を
拠
点
に
活
動
し
た
工
楽

松
右
衛
門(

一
七
四
三
～
一
八
一
二)

は
、

天
明
五
年(
一
七
八
五)

頃
、
船
乗
り
と
し

て
の
経
験
を
も
と
に
新
し
い
帆
布
の
開
発

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
帆
布

は
、
複
数
の
綿
布
を
数
枚
縫
い
合
わ
せ
た

刺
帆
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
主
流
で
、
耐
久

性
に
難
が
あ
り
、
強
風
下
で
の
航
海
で
は

破
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
松
右
衛
門
が
開
発
し
た
帆
布

は
太
い
糸
で
一
枚
に
織
り
上
げ
、
頑
丈
で

風
を
逃
が
し
に
く
い
も
の
で
し
た
。
後
に

「
松
右
衛
門
帆
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
の
帆
布
は
急
速
に
普
及
し
、
全
国
の

海
運
の
高
速
化
に
貢
献
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

寛
政
四
年(

一
七
九
二)

に
松
右
衛
門
が

兵
庫
津
の
佐
比
江
新
地(

現
・
兵
庫
区
佐
比

江
町)

に
開
店
し
た
廻
船
問
屋
「
御
影
屋
松

右
衛
門
」
は
、
廻
船

業
と
帆
布
製
造
の
他
、

港
湾
の
工
事
も
行
う

よ
う
に
な
り
、
海
底

の
石
を
移
動
さ
せ
る

石
釣
船
や
、
土
砂
を

取
り
除
く
工
事
に
用

い
る
底
捲
船
な
ど
を

考
案
し
ま
し
た
。 

享
和
二
年(

一
八
〇

二)

、
帝
政
ロ
シ
ア
に
よ
る
南
下
政
策
を
警

戒
し
て
い
た
幕
府
は
北
方
の
開
発
を
計
画

し
、
船
や
港
の
専
門
家
と
し
て
松
右
衛
門

に
白
羽
の
矢
を
立
て
、
蝦
夷
地(

北
海
道)

築
港
の
命
を
下
し
ま
す
。
そ
れ
を
受
け
た

松
右
衛
門
は
、
択
捉
島
で
の
船
着
場
の
造

成
や
、
箱
館(

現
・
北
海
道
函
館
市)

で
の

船
熮
場(

船
の
補
修
を
行
う
ド
ッ
ク)

の
建

設
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
も
北

前
船
の
寄
港
地
を
は
じ
め
全
国
各
地
で
港

湾
工
事
を
行
い
、
そ
れ
ら
の
事
業
は
帆
布

の
開
発
と
並
ん
で
海
運
業
の
発
展
に
寄
与

し
ま
し
た
。
松
右
衛
門
の
死
後
、
兵
庫
津

の
海
運
関
係
者
に
よ
っ
て
嘉
永
六
年(

一
八

五
三)

に
建
て
ら
れ
た
顕
彰
碑
は
、
今
も
八

王
寺(

兵
庫
区
羽
坂
通)

の
境
内
に
残
っ
て

い
ま
す
。 

松
右
衛
門
帆
が
開
発
さ
れ
た
天
明
年
間

(

一
七
八
一
～
一
七
八
九)

頃
の
兵
庫
津
で

は
、
鍛
治
屋
町(

現
・
兵
庫
区
鍛
治
屋
町)

の
豪
商
・
北
風
荘
右
衛
門
貞
幹(

一
七
三
六

～
一
八
〇
二)

が
大
き
な
存
在
感
を
示
し
て

い
ま
し
た
。『
北
風
遺
事
』
に
は
「
荷
主
船

頭
の
気
請(

気
持
ち)

大
切
と
云
ふ
事
北
風

の
標
語
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
て
、
北

風
家
が
船
乗
り
た
ち
に
無
料
で
宿
や
飲
食

を
提
供
す
る
こ
と
で
兵
庫
津
へ
の
寄
港
を

促
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

松
右
衛
門
の
よ
う
な
新
事
業
に
挑
戦
す
る

者
へ
の
投
資
も
行
っ
て
お
り
、
松
右
衛
門

は
支
援
を
受
け
つ
つ
、
北
風
宿
に
集
う
全

国
の
船
乗
り
た
ち
か
ら
航
海
技
術
に
関
す

る
情
報
を
仕
入
れ
て
、
帆
布
の
開
発
に
活

か
し
ま
し
た
。 

広
く
開
か
れ
た
港
に
全
国
か
ら
多
く
の

人
と
物
を
集
め
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
も
の

を
生
み
出
し
て
い
く
兵
庫
津
の
気
風
は
、

後
の
海
港
都
市
・
神
戸
の
礎
の
一
つ
と

な
っ
て
い
き
ま
す
。 
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